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国家

公務員

女
性
の
地
位
向
上
の
た
め
に
「
国
連
婦
人
の
十
年
」
を
通
じ

て
の
大
き
な
目
標
『
女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
へ
の
参
加
の
促

遣
は
、
「
西
歴
五
円

δ
年
に
向
け
て
の
新
圏
内
行
動
計
画
」

で
も
重
要
な
課
題
と
し
て
ひ
き
つ
が
れ
て
い
る
が
、

H
責
任
あ

る
地
位
H

に
つ
く
女
性
の
数
は
、
着
実
に
ふ
え
つ
づ
け
て
い
る
。

全
体
か
ら
み
れ
ば
ま
だ
ま
だ
少
数
な
が
ら
、
能
力
は
あ
っ
て
も
、

H
女
d

と
い
う
た
め
に
、
補
助
的
な
仕
事
に
甘
ん
じ
、
ま
た
、

昇
進
昇
格
へ
の
一
道
を
閉
ざ
さ
れ
て
い
た
こ
ろ
か
ら
見
れ
ば
隔
世

の
感
が
あ
る
。
や
る
気
の
あ
る
女
性
に
と
っ
て
、
希
望
が
持
て

る
時
代
に
な
っ
た
と
い
え
る
だ
る
つ
。

H
政
策
決
定
へ
の
女
性

の
参
加
度
H

か
ら
女
性
の
現
況
を
さ
ぐ
っ
て
み
た
。

国家公務員女性管理職(課長以上)(表2)
(昭和57年 4月調べ)

岡田和子 s2 4 
吉岡昭子 s3 8 

大熊まさよ

ヨ言葉言霊童霊三

事謹言語調室叢

くご霊園2∞年のオース卜ラリアて〉
砂昭和63年 9月 3白出 20時成田発
砂g月 4日(日) 6時15分シドニー替
市内視察

砂9月 5日間ホームケアサービス
脳性マヒ者センター紡間

砂9月 6日制女性法律援助センター
ミールズ ・オン ・ホイールズ紡間

砂 9月 7自体) 10時シドニ一発 11時
15分メルボルン着市内視察
砂 日月 8日附 ビクトソア州婦人協議
会障害!見玩具図・館視察メルボル

ン大「女性学」教員によるオーストラ

リア女性問題レクチュア

惨9月 9日佳品王立ビクトリア盲人総
合施般視察 ACTU勤労女性センタ
ー紡問佐藤真知子氏レクチュア

砂 9月10日出 10時メルボルン発、 13
時15分プリスベーン者 リタイアメン
トビレッジ見学市内視察

砂 9月11日間プリスページ国際|噂覧
会視察

砂9月12日間
18時成田
問い合せ=日本交通公社・営業5際

宮 03・504・3631

|入省年
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[参加者1募集中|

7時ブリスベーン発

子
子
子
晦

教
教
陣

川橋幸子
佐藤ギン子
松本康子

須藤岡佐子

春生

知子
/1関子

清水窮輿子
長尾立子
横尾利子
吉田時子

高橋展子
赤松良子
黒河内久美

久子

淳

名

。文部省
学術国際局学術課長 選山
社会教湾局婦人教育課長志熊
国立婦人教育会館長 鎌田

国立婦人教育会館事業課長大野

高橋

高橋

氏

坂本

柴田
川口

。外務省
在デンマーク大使
国連日本政府代表部公使
在オランダ公使

。労働省
婦人少年局長
大臣官房統計情報部労働
福祉統書十線長
婦人少年局婦人労働線長
婦人少年局婦人課長

o厚生省
医務局宕綬課長
平士会局 医務謀長
兜倉家庭局母子福祉課長
研修センタ一所長

。農水省
農蚕園芸局生活改善課長

名

。人事院
管浬局研修審機室参事官
任用局首席鼠験専門官

省名
。通産省
生活産業局日用品課長

特許斤
審査第四部審査長

職

公正取引委員長
官房審判官室長

。総理府
大臣官房参事官
大臣官房審織官

民
間
も
続
々
幹
部
が
誕
生

各
種
審
議
会
は
凶
年
で
倍
増

国
の
政
策
決
定
の
と
き
大
き
な
役

割
を
は
た
す
の
が
各
種
の
審
議
会
。

と
れ
に
女
性
の
声
を
反
映
さ
せ
た
い

と
い
う
の
が
女
た
ち
の
願
い
で
あ

る。
国
レ
ベ
ル
の
審
議
会
の
中
で
、
女

性
の
委
員
の
い
る
審
磯
会
の
率
は
、

昭
和
田
年
は

ω・
8
%、
日
年
に

長尾立子さん

国家公務員女性管理職 (線長以上表1)
昭和63年 4月調べ
氏名 |入省年

840 
842 

840 
834 
837 

837 
844 

841 

847 

841 

藤井紀代子
坂東真理子

大熊まさよ

多谷千香子

恭子

順子
冊子

南部さと子
俵 泌美
須藤阿佐子

中山

川口
藤森

省名 ・曜襲名

は

ω・
8
傷
。
そ
れ
が
位
年
に
な
る

と
ぬ
・

3
物
と
、
と
の
十
年
閣
で
倍

近
く
あ
が
っ
て
い
る
。
ま
だ
女
性
の

い
な
い
審
織
会
が
四
割
ち
あ
る
で
は

佐藤ギ ン子さん

ー__i引 a・・t司
盟国圃. .~"'n< .~ 
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黒河内久美さん

838 
842 

立子 833 
博子 847 
和子 839 
正子軒S関
暁子徳島大~S52

840 
843 
838 

英子
保子

子
子
子

幸
晴
絢

自
瀬
田

中
広
高

尾
泉
尾
野
藤

長
大
横
矢
伊

ヒカシマル醤油
ーを・

長

昔F

忠信造元兵庫県電野市ヒガシマ

ぜ

HIGASHIMARU 

洋
風
・
和
食

中
華
料
理

毎
日
の
お
献
立
に

仕
上
げ
の
き
れ
い
な

い
い
謂
昧
料



い
ま
、
開
圃
署
幹
あ
ぐ
歪
是
主
壬

8
E圃
が
起
き
で
い
る
。
そ

の
ど
れ
も
が
担
の
深
い
車
件
ば
か
り
匂
売
買
韓
間
聞
は
蝿
人
の
問

聞
の
申
で
も
、
わ
か
り
に
く
い
間
聞
で
あ
円
吾
。
一
胆
の
女
性
、
特

に
車
庭
の
主
輔
の
中
に
は
、

n
関
係
の
な
い
と
介
Y
の
レ
安
J

に
思
っ

て
い
る
人
も
多
い
。
売
が
出
彊
に
行
く
置
に
宜
を
圃
い
、
簡
明
の
通

勤
電
車
で
ス
ポ
ー
ツ
抵
の
ポ
ル
ノ
欄
事
憂
観
し
て
い
て
も
、
聾
む
固

に
は
ふ
れ
な
い
。
買
が
つ
き
さ
え
し
な
り
れ
ば
夫
下
車
平
で
あ
る
。

だ
が
ひ
と
た
び
世
曜
宙
に
足
を
ふ
み
也
す
と
、
宝
し
に
は
目
宇
穣
つ

辛
つ
な
光
贋
ー
か
く
り
ひ
馬
伊
ら
れ
て
い
る
。
草
書
吾
惑
と
考
え
な
い

日
本
の
風
土
l
ー
そ
の
中
で
、
女
性
の
人
岨
が
ふ
み
に
じ
ち
れ
て
い

る
l
l。
，
堕
ず
と
い
わ
れ
て
い
る
い
ま
、

N

底
辺
μ

の
こ

p
u

た
問
鱈
を
見
す
え
、
と
り
く
む
己
主
」
そ
が
、
女
笠
葎
の
地
位
の

向
上
の
た
め
に
も
大
切
な
の
で
は
な
い
だ
民
夫
が
。
園
近
の
車
問
か

色
、
売
買
曹
間
層
を
考
え
て
み
た
。

(
S
)

書
面
畢
宇
昌
R
7
え
た
の
は
、
塑
は
、

己
の
開
性
が
二
十
八
盟
、
都
内
轟

私
大
革
、

N
T
T社
同
と
い
う
、

若
い
エ
リ
ー
ト
社
員
で
あ
っ
た
こ

と
刊
冗
払
は
，
S
Mプ
レ
l
'
な

ど
と
い
う
と
、
中
年
以
ト
あ
，
ヒ

ヒ
?
イ
サ
ン
H

の
所
揖
と
思
っ
て

い
た
。
員
忘
み
に
筏
は
一
度
離
婚

輔
と
は
い
え
、
よ
く
こ
ん
な
金
を

出
廿
昌
と
一
思
っ
た
が
、
，
内
職
e

が
あ
っ
た
の
だ
。
，
圃
手
一
H

は
や

は
り
若
い
男
な
の
だ
歪

6
0・一

応
学
歴
も
あ
り
、
大
企
曜
に
つ
と

め
、
は
た
目
に
は
望
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
思
え
る
若
い
有
掃
な
膏
牢

が
、
圃
曹
、

S
Mに
血
週
宇
あ
げ

る
し
か
余
暇
の
使
い
道
が
な
か
っ

た
の
だ
歪
が
。

女
性
も
ま
だ
若
い
。
二
十
ニ
闘

で
あ
る
o

n
ホ
テ
ト
ル
瞳
g

陸
は

一
年
で
、
障
い
だ
金
で
一
揖
年
下

の
開
梅
宮
曽
ろ
し
て
い
た
。
世

は
中
学
時
代
の
理
語
り
で
、
事

件
当
時
は
照
噛
で
あ
る
。
自
分
で

か
廿
か
ず
、
立
の
樟
ぎ
宇
扱
い
つ

く
す
男
は
ふ
つ
う
n
ヒ
モ
e
と
よ

ば
れ
る
が
、
臨
も
客
観
的
に
は
ま

さ
に
，
ヒ
モ
sだ
っ
た
わ
け
だ
。
今
、

昔
蝿
の
ヤ
ク
ザ
の
こ
わ
も
f
ゐ
ヒ

モ
で
な
く
、

-hJレ
た
や
さ
し
い

尚
瞳
芦
が
多
い
と
い
高
め
だ

が
。さら
に
、
世
女
の
市
圏
し
て
い

た
売
春
組
冊
が
あ
る
が
、
事
件
と

と
も
に
さ
っ
さ
と
盛
隈
炉
し

て
わ
廿
が
わ
か
民
子
、
ホ
テ
ル
の

方
は
都
圏
を
H
闘
し
た
だ
け
H

な

の
で
、
空
h
が
め
な
し
l
l
o

事
件
の
事
ち
り
を
ち
ょ
っ
と
見

し
、
事
件
@
前
に
再
惜
し
た
ば
か
わ
た
し
た
戸
占
供
、
色
、
現
代
の
幅

り
。
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
を
と
る
の
が
図
占
い
っ
た

'fJに
問
闘
が
山
岨

趣
味
守
)
で
、
そ
れ
を
ダ
ピ
ン
し
て
い
る

グ
し
て
友
人
に
売
っ
て
金
を
碑
だ
が
、
法
廷
で
は
、
正
当
防
也
閉

ざ
、
女
を
璽
負
金
に
し
て
い
た
か
過
剰
か
、
思
挫
の
蛇
分
だ
廿
に

と
い
う
。
置
が
、
死
の
因
シ
忌
っ
揖
点
が
蝿
ま
っ
て
い
雫
常
A
K

た

N
S
M園
者
。
に
払
っ
た
料
金
曜
京
高
哉
の
判
訴
は
五
月
三
十
一

は
「
六
万
円
」
と
い
い
、
一
時
企
日
で
あ
る
l
l一
(
つ
づ
く
)

甘
L
期
待
は
持
た
な
い

、

E&Eの東芝

-東芝'"ームベーカリーに"保健.がつ‘て、必ず

お賀、、羽院のの服売庖で所定事粛を配入Lた健医u必ずあ受..り〈ださい.

-世上i師事縄問咽-)}，2t})f・Nマー・113崎司・司費電力団w
・制寸量喝到x奥行商喝さ370.tll:88匂

と
歴
史
が
証
明
し
て
く
れ
る

「
世
教
の
自
由
」
と
「
政
教
分
些
の
康
則
を
真
正
面
か
ち
問
う
て
、
元
園
町
宮
空
李
種
国
神
社
に
ま
つ
吾
」
と
を
痘
否
し
た
、
山
口
県

・
申

(
合
康
平
さ
ん
の
「
自
画
宮
古
杷
拒
否
訴
訟
」
の
一
廟
高
割
判
棋
が
、
い
よ
い
よ
六
月
一
日
に
下
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
七
三
年
の
提
訴
以
来
、
十
六

年
に
わ
「
事
関
判
の
窓
事
号
由
。
閏
法
の
N

古
寄
り
u

が
い
わ
れ
る
い
ま
、
地
盟
、
高
載
で
の
輯
訴
が
く
つ
が
え
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

零
電
車
。
や
か
れ
て
い
る
が
、
判
民
ま
で
あ
と
わ
ず
か
に
宣
志
っ
た
い
ま
、
中
谷
さ
ん
は
ど
ん
な
思
い
で
い
る
の
な
山
口
市
調
回
調
車
に
住
む
、

央
会
£
を
肪
れ
て
み
弓
(
聞
) 甲コ
き

〈金曜日〉

す

か

」

し
か
レ
、
中
ハ
告
さ
九
の
日
常
生
活

は
、
土
ハ
年
前
、
融
制
を
屈
め
た
こ

杢
そ
も
変
っ
て
い
な
い
。
山
口

市
の
、
公
貢
で
、
桔
金
調
理
闘
で

あ
る
。
現
在
は
、
重
か
ら
自
転
車
で
五

分
く
ら
い
の
と
己
ろ
に
あ
る
保
育
園

歩
酒
困
弓
「
山
口
で
も
的
思
む
触
は

年
々
掛
っ
て
い
ま
し
て
、
己
の
保
育

園
も
園
児
は
世
な
い
ん
で
す
。
今
、

い
て
、
ど
ん
な
闘
士
か
と
中
(
会
C
ん
ニ
人
で
や
っ
て
い
ま
す
。
学
校
は
大

を
想
嘩
し
て
い
た
人
は
あ
ま
り
の
庶
開
だ
か
ら
世
聾
士
さ
ん
が
献
立
を
つ

民
的
な
風
軍
司
人
が
ち
に
び
っ
く
く
り
ま
す
が
、
保
育
園
で
は
私
h
b
h
J

り
す
る
。
そ
し
て
裁
判
が
つ
づ
い
た
が
献
立
も
つ
く
る
ん
で
す
。
む
ず
か

土
ハ
牢
の
四
、
マ
ス
コ
ミ
の
フ
ラ
ッ
し
い
で
す
想
え
。
で
も
大
努
九
け
と
、

シ
ュ
手
話
ぴ
n
有
名
人
s

に
な
っ
て
や
り
甲
聖
が
あ
り
ま
す
」

色
、
己
の
中
ハ
告
さ
ん
の
n
炉

は

世

で

き

る

HU眠
加
物
の
な
い
、
自

し
も
変
わ
ら
な
か
っ
ド
九
。
そ
し
て
い
黙
な
も
の
を
4
ル
』
も
た
ち
に
禽
へ
さ

ま、

wあ
い
変
わ
A
ザ
グ
の
中
ハ
会
己
せ
た
い
。
イ
ン
ス
タ
ン
ト
産
品
や
化

ん
が
雪
と
い
た
。
学
閥
聴
料
亭
便
わ
ず
、
煮
干
や
か
っ

「
曙
高
説
l
l。
百
い
問
時
は
も
っ
お
ぶ
し
で
味
を
出
す
中
谷
さ
ん
の
料

て
お
り
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
ど
ん
な
理
耳
仁
、
匝
母
己
ん
た
ち
は
，
な
つ
か

審
判
が
出
た
と
し
て
も
動
じ
ま
せ
し
い
H

と
い
う
。
苦
」
も
た
ち
は
、

ん
。
主
八
年
間
、
こ
の
融
判
を
圃
じ
は
じ
め
世
な
顕
在
し
て
い
る
が
、
や

て
聞
い
つ
づ
け
て
き
た
己
介
あ
曹
聴
が
て
曹
ん
で
食
ー
へ
出
す
と
い
う
。

は
、
車
高
載
で
勝
井
R
J杭
員
り
ょ
う
臼
咽
は
斐
E

に
待
さ
、
そ
の
ひ
ま

が
す
し
も
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
立
志
に
畑
で
野
栗
を
作
る
1
1
0

す
。
最
高
割
の
判
決
が
正
し
い
か
ど
)
人
息
手
は
岩
軍
県
の
大
学
に
違

う
か
、
杏
当
の
富
判
を
干
す
の
は
歴
み
、
百
雲
成
朝
し
て
、
パ
年
栗

田
で
し
ょ
弓
が
ち
!
」
中
会
え
一
人
ぐ
ち
し
M

だ
。
仕
事
、
融
判
、

は
棋
々
と
し
て
い

h~。
也

仰

忙

し

い

が

、

一
両
静
か
な

「
軍
高
明
判
決
笠
ハ
月
一
日
で
す
・

5
Lで
b
晶
る
。
地
班
、
高
盟
の

町
、
広
島
高
酷
で
勝
訴
判
決
が
下
っ
己
ろ
、
ヤ
マ
の
よ
う
に
来
た
お
ど
し

た
の
が
、
個
閉
で
す
が
、
や
は
り
六
の
包
括
平
手
紙
も
己
と
の
と
と
ろ
な

月
一
日
な
ん
で
す
。
も
っ
、
あ
れ
か
い
と
い
う
。
軍
高
説
で
は
、
は
じ
め
、

・2
ハ
年
な
ん
で
す
。
そ
れ
に
i

第
一
小
法
廷
で
客
用
さ
れ
て
い
た

え
が
究
ん
で
か
ら
今
年
は
二
十
年
が
、
昨
年
三
月
、
大
法
廷
に
固
さ
れ
、

に
在
阜
芯
す
。
何
か
、
聞
固
と
い
う
己
と
し
一
月
=
百
、
口
間
押
輔
が
行

か
、
運
命
的
な
も
の
を
感
じ
る
年
で
わ
れ
た
。
早
め
中
で
、
中
苗
吉
ん
も
、

根深い事件相次ぐ
、豊かさ、の中の込底辺、

1988年 5月 20日

山
あ
い
の
町
、
山
口
は
静
か
な
町

で
あ
る
。
人
口
十
二
万
。
県
伊
所
在

地
包
都
市
と
じ
で
は
畢
小
と
い
う
山

前
Y

盗
く
同
じ
た
た
ず
ま
い
。
そ
し

て
中
首
さ
ん
は
、
あ
い
か
わ
民
す
ニ

コ
ニ
コ
突
い
な
が
ち
迎
え
て
く
れ

弓
日
本
中
の
注
目
を
県
め
て
い
る

窪
田
と
は
と
で
も
思
え
な
い
。

中
盤
亨
ん
は
、
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ

し
て
い
事
人
で
あ
る
。
出
世
や
高
閣

で
伺
一
度
も
融
判
が
つ
づ
く
時
も
、
担

問
神
社
葬
信
吉
宮
る
な
ど
非
国
民
だ

と
商
温
房
受
け
た
時
色
、
支
援
者
た

ち
の
金
調
に
出
て
い
る
時
も
、
つ
ね

に
惜
畏
を
た
や
式
涯
か
っ
↑
%
軍
法

を
聞
い
つ
づ
け
る
融
判
の
原
告
と
聞

口
処
ひ
っ
号
り
と
し
た
た
た
ず
ま

い
で
あ
る
。
そ
ん
な
静
か
な
町
の
一

闘
で
、
中
ハ
告
さ
ん
の
住
空
軍
は
五
年

い
る
合
準
詩
句
つ
つ
っ
て
い
る
に
も

か
か
わ
A
手
，
過
剰
防
衝
U

で
睦

人
掃
が
直
恩
C
れ
た
の
は
、
務

省
の
岡
に
，
Y
R
Jせ
売
春
期
だ
か

'P
の
両
見
が
あ
り
、
売
っ
た
方

の
開
疹
商
う
事
口
、
買
っ
た
側
は

y
弐
J

な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
己
の
田
艇
は
、
ホ
テ
ル
の
部

屋
に
入
る
な

gJイ
フ
重
し
、

血
性
の
左
手
の
親
指
の
つ
け
糧
の

あ
た
り
を
費
さ
さ
し
、
「
さ
わ
い

だ
ら
蝿
す
ぞ
」
と
い
い
、
な
ぐ
っ

た
り
、
曹
を
し
め
た
り
、
さ
圭
己

ま
な
E
M持
場
廷
し
て
い
る
。
密

串
布
市
で
、
-
こ
の
よ
高
正
惜
別
と
二

人
き
り
に
な
っ
た
女
性
が
恐
怖
心

で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
の
が
当
た
り

前
で
は
な
い
だ
る
っ
か
。

だ
が
、
私
が
、
こ
の
事
件
に
一

「
油
謹
・
聞
曹
男
性
究
亡
事
件
」

と
い
う
の
が
注
目
を
県
め
て
い

る
。
公
判
の
度
に
法
廷
の
情
聴
席

は
女
性
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
h

河

昨
年
四
月
に
、
由
民
軍
油
謹
で
起

き
た
こ
の
事
件
は
、
ホ
テ
ト
ル
曜

に
サ
ド
的
行
為
を
強
制
し
た
圃
曹

男
性
が
逃
守
合
つ
と
し
た
宜
性
に

ナ
イ
フ
で
刺
さ
れ
死
亡
し
た
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
件
か
週

刊
誌
な
ど
で
有
名
に
な
っ
た
の

は
、
こ
の
男
性
が
自
分
の
，
S
M

プ
レ
l
d
在
、
自
分
で
ビ
デ
オ
に

掘
っ
て
い
た
と
い
う
，
開
奇
的
H

車
買
だ
っ
た
が
、
女
た
告
示
問
題

に
し
た
の
は
、
態
程
一
一
一
年
と
い
う

奮
の
晶
酷
な
判
棋
と
そ
の
内
容

だ
っ
た
る

V
T
R
に
男
の
一
異
常
な

状
況
や
、
主
性
が
逃
げ
孝
や
わ
っ
て

l5Ffで
クbド壱'---，ン~

応用のきく、バターローJレ生地と食パン

生地の2コスをセット。

オリジナルのパンづいJが楽しめまれ

新採用可tとうパンコース"

よりおいししよりお好みのままに。

食パンの焼き加減を3段階で選べる

焼き色関節機能付きでも

レーズンや〈るみを入れて焼き上げる

へi~どうパンコース・ ~新採用。

おいしさのバリエーションを広げまも

焼き色調節lま3通り

生地コースもE遇。

いつもエコニコ喪っている中苔さん、自
宅の車置の前で愛用のパイクとともに

さらに、おおきく

おいしく焼ける、ゆとりの

ホームベーカリーで志

こ'家践に合わせて野みの大きさを。

標準サイズの1.0斤とちょっと大きめの
1.5斤サイズを1台で焼き分けまも

4時間でじっ〈リ焼〈標準焼きコース

とイーストの量を」、やすだけで3時間

でOKの、2覆類の焼きスピ一九

E22222 

焼き上げ時間もE通り

1.0斤と1.5斤の2通り

N

心
境
。
加
の
ベ
た
。
中
茜
吉
ん
は
、
戸
よ
L
て
組
め
ら
れ
た
(
一
審
、

w
十
六
年
間
の
覇
の
中
で
、
日
本
ニ
奮
さ
を
益
百
に
費
わ
す
と
と

国
憲
法
で
定
室
れ
て
い
る
、
沼
教
も
で
き
な
い
う
れ
記
か
あ
ベ
た
。

の
自
由
μ
援
教
分
離
を
体
槽
レ
た
ご
十
六
革
の
思
い
を
わ
ず
か
一
二
分
で

E

!

と
を
踊
上
の
感
動
T

と
い
い
、
己
れ
っ
た
と
、
骨
聴
者
亭
慈
動
実
在
弓

だ
り
は
臨
も
ゆ
す
れ
な
い
、
か
え
ち
六
月
一
目
。
軍
高
誼
は
、
歴
哩
の

れ
な
い
、
そ
っ
と
し
て
お
い
て
ほ
し
自
に
耐
Y

え
う
る
審
判
を
予
す
だ
歪
J

い
と
い
う
思
い
を
9

宗
教
上
の
人
格
か
l
l
o

S
4著
書
草
書

g
p

い
書
量
&
穂
留
守
詰
轟
華
重
量
量
書

国

Inc 

~ 
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既
報
〔
本
紙
=
一
月
二
十
日
号
掲
載
)
の
と
お
り
、
昨
年
十
月
、
人
事
院

に
昇
任
卑
格
差
別
の
短
宣
事
崇
め
た
、
宮
崎
玉
恵
苧
ん
(
旧
軍
誼
研
雪
所

H
現
通
信
聴
由
研
窓
閉
に
元
勤
務
)
は
、
定
年
の
日
の
前
回
、
=
一
月
三
十

日
に
和
解
が
成
立
。
霊
に
昇
笹
K
一
言
の
特
別
再
聖
し
た
。
宮
両

さ
ん
が
、
行
政
耕
一
問
要
薬
品
4
め
た
m
存
政
職
を
t
容
。
骨
に
昇
桂
・

昇
栴
②
女
件
撞
別
に
よ
る
頭
割
賃
金
の
支
払
い
四
月
ム
開
口
頭
審
理
の
聞
置

の
=
援
の
堕
求
に
は
、
還
い
内
習
で
は
あ
る
が
、
半
年
と
い
う
定
期
閣
で

行
政
粒
輔
が
翼
戸
だ
と
と
、
昇
任
昇
格
在
理
由
に
し
た
女
性
圃
金
量
別

零
お
先
鞭
を
つ
け
た
、
と
い
う
こ
と
を
字
争
と
、
H
か
な
り
の
脚
利
九

宮
崎
さ
ん
の
行
政
措
回
型
求
に
対
し

τ応
援
し
て
き
た
「
公
明
圃
の
女
性

畳
別
を
な
く
す
金
」
「
宮
崎
さ
ん
を
支
慢
す
る
金
」
で
は
、
こ
の
ほ
ど
出

点
・
水
道
惜
の
会
来
週
金
曲
で
、
報
告
臨
金
「
泣
き
寝
入
り
し
な
い
で
よ

か
っ
た
，

l
l宮
崎
さ
ん
持
政
措
置
堕
京
に
勝
利
」
を
聞
き
、
桂
過
報
告

や
、
行
間
措
置
要
求
の
持
つ
意
味
、
問
題
点
や
こ
れ
か
ら
の
理
組
な
ど
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
畢
告
で
は
、
短
期
間
で
持
政
情
置
要
求
を
し
、
差

別
が
煙
草
さ
れ
た
こ
と
は
、
一
堂
前
猪
じ
、
女
性
た
ち
が
連
帯
し
「
公

稿
闘
の
女
性
理
研
を
な
く
す
ι
E
」
が
で
き
る
な
ど
、
新
レ
い
軍
筋
が
申
書
示

れ
た
こ
と
が
肝
価
さ
れ
張
、
運
動
と
し

τは
、
閉
聞
が
短
か
か
っ
た
と

と
な
y
h
F
、
反
省
点
と
し
で
あ

U
Uれ
弓
な
お
、
宮
崎
吉
ん
の
相
解
は
、

当
岡
井
k
り
も
の
で
、
人
事
に
介
入
レ
、
性
理
問
に
加
担
し
て
い
た
全
電
波

間
組
と
の
話
し
合
い
は
、
現
在
も
閥

U
Dれ
て
い
る
。

昇任昇格差別の是正を求め

た宮崎玉恵さんの報告集会

迅
速
で
実
際
的
な
解
決

n 

女
子
差
別
撤
廃
へ
の
第
歩

代
理
人
を
つ
と
め
た
中
島
通
雫
さ
れ
て
い
る
)
に
由
っ
た
救
栴
樺
聞
と
世
の
昇
任
昇
悟
亜
別
の
垣
正
に
は
ず
は
な
い
し
、
守
荏
買
任
が
Y
R
Jち
に

ん
(
持
壊
さ
は
「
泌
が
の
損
し
て
の
槽
植
を
、
人
事
院
が
果
た
す
み
を
つ
け
る
も
の
に
な
る
だ
壱
つ
。
あ
る
か
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
が
品

動
力
は
、
泣
き
寝
入
り
し
な
い
と
い
か
Y
胃
か
を
見
岳
、
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
奇
回
の
愚
氏
の
曹
瞳
l
l迅
速
で
尖
る
。
調
書
も
と
れ
ず
、
反
対
朝
間
も
力
を
感
じ
て
い
る
己
と
が
わ
か
る
市
と
を
し
な
い
た
帽
に
は
も
っ
と
恒
本

う
宮
崎
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
議
で
も
あ
っ
た
と
述
べ
た
。
「
定
年
前
陣
的
な
解
決
が
で
き
た
の
は
、
女
子
で
き
な
い
の
で
代
理
丸
お
い
与
い
基
本
的
に
は
、
融
判
よ
り
ず
っ
と
面
的
に
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
。
早
め

の
署
名
な
ど
、
女

g
tト
ワ
l
ク
に
伺
と
か
解
決
す
る
た
め
に
斡
胞
と
暫
別
撤
廃
呆
約
批
准
を
人
事
院
が
受
と
む
ず
か
し
い
し
、
過
去
に
さ
か
の
軽
に
で
昔
喜
安
琢
罰
が
す
る
下
。
た
め
の
運
動
を
広
め
て
い
か
な
く
て

が
フ
ル
回
転
し
た
こ
と
。
行
政
由
置
い
皇
室
り
、
桔
果
、
昇
格
者
倖
り
誌
、
思
大
田
の
買
力
を
し
た
惜
ぼ
っ
て
一
定
歪
で
き
な
い
し
、
安
妥
当
事
者
の
宮
崎
さ
ん
は
「
園
初
は
は
な
是
い
こ
と
を
確
値
し
た
。
大

買
い
求
で
室
開
的
な
盟
京
と
L
で
実
現
わ
な
い
五
眠
の
ま
ま
の
保
実
録
、
果
だ
」
と
屈
し
て
い
た
。
し
時
闘
が
甑
し
か
っ
た
」
と
己
ろ
が
シ
ン
ド
イ
と
思
っ
た
。
が
、
審
習
が
し
た
肩
間
一
も
号
く
、
た
だ
恒
し
い
阻

さ
せ
た
こ
と
が
、
今
回
の
曹
韓
」
と
人
事
院
は
斡
旋
軍
を
出
す
時
に
『
女
ま
た
、
安
J

一
人
の
代
理
人
、
軌
問
噂
空
し
な
が
ら
も
「
盟
判
よ
り
拍
占
り
、
当
圃
が
個
人
攻
撃
で
あ
る
い
で
や
っ
た
の
だ
け
れ
ど
、
や
っ
て

肝
価
し
、
日
本
が
批
准
し
た
室
生
佐
保
畏
と
し
て
摺
一
号
と
い
う
尭
町
田
一
恵
兄
〈
弁
瞳
士
)
負
案
件
、
長
捗
す

P
と
い
う
感
じ
で
心
理
己
と
な
い
己
主
量
い
立

τ@の
に
よ
か
っ
た
。
悪
人
か
色
、
も
っ
と

別
撤
廃
茶
的
の
さ
百
(
周
恩
の
梱
利
を
つ
甘
吾
輩
跡
怖
が
あ
る
の
で
受
貯
入
人
事
院
と
い
《
め
は
も
の
わ
か
り
が
的
な
庄
迫
も
な
く
、
膏
頬
に
し
て
も
は
閉
口
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
一
人
一
い
い
方
向
が
見
い
出
せ
る
の
で
は
な

の
翼
陣
的
な
確
保
の
た
め
の
措
闘
を
れ
て
は
』
と
酋
っ
た
。
現
に
四
月
か
い
い
と
思
っ
た
三
思
想
空
叫
へ
「
相
形
式
的
で
な
く
裁
判
ほ
ど
う
畳
己
く
人
の
人
が
提
訴
し
て
い
く
の
は
い
い
い
か
と
要
J

」
ル
昆
思
想
を
語
っ
て
い

と
ら
夕
、
て
は
な
ち
な
い
旨
が
配
さ
色
、
女
性
保
畏
が
新
し
ξ
艇
宅
今
手
が
プ
ロ
の
車
型
審
理
芋
晶
人
で
な
い
。
し
か
も
人
事
院
も
外
部
の
庄
甘
れ
ど
、
己
ん
な
バ
カ
バ
カ
し
い
己
完

-
i
=
=
z
i
=
=
=
i
Z
E
E
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川
川
川
川
川
川
川
川
夫
君
の
和
弥
氏
は
、
愛
知
県
-
塑
戸
一
セ
ン
タ
ー
は
女
襲
』
か
な
り
優
遇
し
て
雲
院
し
弓
ミ
ネ
ソ
タ
大
に
い
る
で
主
本
せ
ん
。
受
賞
#
般
に
、
若
い

副
川
町

綱

川
川
川
市
の
陶
生
病
院
麻
酔
科
部
理
問
北
て
い
る
と
三
戸
主

2ι
。
同
セ
ン
間
山
了
子
さ
ん
、
政
射
腕
技
師
・
西
人
の
仕
事
を
サ
ポ
ー
ト
し
で
行
く
己

ーI
JH
ihr
h

川
川
大
医
学
部
支
同
組
生
だ
っ
号
令
息
タ
1
は
、
ス
タ
y

フ
が
四
十
五
人
、
沢
き
み
子
亨
ん
、
牢
花
学
者
、
稲
垣
と
に
融
レ
安
正
」
思
っ
て
い
ま
す
。

は
、
現
「
雫
買
理
大
医
学
部
聾
雪
孟
毒
生
で
伎
師
を
入
れ
吾
と
八
十
人
の
視
槙
だ
昌
闇
氏
な
ど
ど7

。

宝
J

じ
し
「
去
同
研
今
ま
で
自
分
が
要
J

浮
拝
持
、
や
り
た

市
、
ス
タ
ッ
フ
中
、
女
性
は
部
畏
一
究
者
た
妻
「
い
い
翼
が
あ
っ
で
、
い
己
主
宰
C
せ
で
頂
い
た
霊
じ
の

入
、
空
裏
一
人
、
研
官
副
=
一
人
。
技
そ
己
宝
」
の
成
田
が
あ
っ
た
と
恩
つ
た
め
も
」
「
女
性
は
、
地
位
が

-
E・
E
・

E・
E・
-
-
E
E・
E・
-
-
・

ょ
に
な
っ
て
行
く
ほ
ど
む
ず
か
し

圃
・
・
・
・
"
"
制
限
出
限
叫
酌
回
国
国
間
引
圃
・
・
・
・
圃

い
」
と
管
理
輔
の
苦
労
も
、
ち
ち
と

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃

も
ら
し
て
い
た
。

師

は

七

劃

が

女

性

と

い

う

。

「

本

人

て

い

ま

す

」

窺

楠

里

地

球

化

学

者

・
担
桶

が
や
る
軒
が
あ
れ
ば
や
れ
雫
雪
に
「
夢
中
で
、
患
芸
吾
っ
て
走
り
由
子
槽
士
が
関
車
研
を
温
官
の
と

な
っ
て
斉
ま
し
た
。
女
性
に
と
っ
て
つ
づ
旬
、
管
理
職
に
な
っ
た
い
ま
、
き
、
蝿
っ
「
&
碕
削
金
持
を
基
金
に
、

い
い
時
代
に
な
っ
て
来
て
い
る
の
で
立
ち
止
っ
て
多
少
、
ゆ
っ
く
り
考
え
女
性
科
学
者
の
地
位
向
よ
の
た
め

は
な
い
で
し
ょ
う
か
」
て
い
る
と
己
ろ
で
す
が
。
部
盈
に
な
に
、
一
年
に
一
人
、
女
性
科
学
者
に

自
分
自
研
究
に
つ
い
て
は
「
払
は
る
ル
同
銀
問
の
時
聞
が
な
く
な
り
、
一
置
を
掴
っ
て
い
る
。
一
九
八
O
牢
副

つ
ね
に
よ
い
共
同
研
究
者
「
意
申
続
年
く
ち
い
前
か
ち
輿
闘
は
ほ
と
ん
ど
立
。
佐
腫
同
士
が
八
人
目
。

一
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'"-.. 
女
性
望
者
白
地
位
の
申
書
箱
い

A
6は
習
ロ
か
で
な
く
、
こ
の
醇

が
っ
て
恥
玄
つ
け
ら
れ
た
「
女
枠
国
科
学
聞
は
放
射
輔
自
揮
の
甚
礎
と
し
ず
盛

者
に
明
る
い
来
高
を
の
金

・
猿
楠
堕
な
己
と
で
あ
る
も
昨
暗
簿
士
は
、

歯
己
の
第
八
回
の
受
置
者
に
、
愛
知
恒
胞
圏
、
細
胞
分
担
盟
国
、
細
胞
骨

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
研
雪
所
放
射
輔
部
格
帯
細
胞
の
構
型
中
と
、
ぞ
れ
を
制

畏
・
佐
藤
周
子
(
ち
か
己
)
博
士
が
相
す
る
蚕
自
の
掴
閣
と
に
注
目
し
、

吉
ま
っ

h~。受
賞
研
究
周
囲
は
「
放
二
十
五
年
間
研
究
に
従
事
し
、
政
射

射
帽
に
よ
る
が
ん
細
胞
分
割
化
の
研
嗣
牛
初
学
に
新
聞
暗
を
開
拓
し
て
き

E
。

弓

放
射
幅
に
よ
っ
て
が
ん
細
胞
梼
最
佐
藤
博
士
は
秋
田
隼
ま
れ
、
秋
田

す
己
と
か
で
き
る
の
は
広
く
間
ら
れ
県
立
高
校
を
へ
て
一
九
六
二
年
闇
北

て
い
る
が
、
そ
れ
が
グ
な
ぜ
か
8

と
大
医
単
郵
革
。
同
六
披
射
棉
薄
暗
医

放
射
線
に
よ
る
ガ
ン
研
究

女
性
管
理
職
と
し
て
活
躍

第 864号

県
が
ん
セ
ン
タ
ー
に
う
つ
り
研
究

員
、
研
究
室
民
を
へ
て
、
二
年
前
か

ら
放
射
輔
副
長
。
乙
の
問
、
一
年
間
、

米
国
ス
タ
ン
プ
才
ー
ド
大
医
学
部
放

射
胴
教
室
「
歯
学
し
て
い
る
。

学
教
軍
事
工
」
し
で
、
曙
冠
(
吉
っ

か
)
正
利
教
授
H
現
・
名
嘗
教
侵
、

開
北
放
射
縮
化
学
セ
ン
タ
ー
星
川
の

摘
揮
の
も
と
で
研
究
亭
ほ
じ
め
、
時

士
号
空
」
っ
た
。
一
手

δ
年
愛
知

あ
る
。現
在
、
興
ム
語
研
究
概
聞
で
、

女
性
の
香
理
嘩
は
極
め
て
少
な
く
、

佐
藤
博
士
も
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ
ー

の
た
だ
一
人
の
女
性
部
長
だ
が
、
同

第 864号

⑥
そ
の
ほ
か
揮
消
血
管
に
血
存
陣
曹

を
も
た
ち
し
、
融
行
や
腕
痘
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
。

h
h凶
己
介
量
王
ば
、
肺
癌
の
己
と

と
一
般
に
冒
わ
れ
て
い
る
が
、
十
代

か
ら
酷
い
始
め
た
人
の
肺
屈
の
死
亡

芝
山
、
吸
わ
な
い
人
笠
谷
に
も
遣

し
て
い
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
知
ら
れ

て
い
な
い
。

現
在
荏
原
因
の
ト
ッ
プ
時
田
」

だ
が
、
園
会
床
の
死
亡
事
を
と
っ
て

も
、
ス
モ
1
カ
l
は
早
死
に
す
る
串

が
二
倍
に
な
っ
て
い
る
。

他
に
一
大
原
因
の
心
暗
闇
・
脳
革

中
な
Y
あ
成
人
病
一
般
に
つ
い
て
も

章
一
え
る
こ
と
村
知
、
若
い
う
ち
か
ら

の
生
間
習
慣
が
大
さ
く
作
用
す
畠
。

W
H
Oに
よ
る
と
、
「
瞳
聞
は
哩
々

の
疾
病
の
軍
大
の
辰
回
と
な
っ
て
お

り
、
し
か
も
遊
け
槽
る
も
の
で
あ

る」
先
に
ふ
れ
た
い
宮
J

に
、
畢
聞
に
付

随
す
る
病
気
は
従
来
男
性
の
も
の
と

さ
れ
て
い
た
胃
惜
の
こ
と
は
と
も
か

く
、
「
こ
の
闘
で
の
進
出
だ
け
は
ス

か
つ
て
蝿
人
週
間
の
中
央
行
事
で
あ
っ
た
全
開
蝿

人
会
摘
を
宰
抗
た
「
理
問
土
曜
企
」
空
一十
五
周

年
宇
事
え
、
記
念
行
事
と
し
て
「
女
性
た
ぢ
N
O
W

-
-
婦
人
週
間
刊
年
・
同
を
変
え
た
か
」
と
い
う
7

芳
ラ
ム
を
、
四
月
九
日
の
午
睡
、
名
十
日
屋
市
開
人

吉
圃
で
警
重
し
弓

弁
準
士
の
寝
興
雅
子
亨
ん
、
国
間
8
0
C
(女
性

の
た
め
の
創
造
投
銀
行
〉
の
高
捕
ま
す
み
さ
ん
、
費

問
欄
人
少
年
申
石
豊
中
島
美
男
子
さ
ん
の
一
一
一人
の

臣
戸
員
問
、
事
命
と
い
う
障
で
す
す
め
民
五
ま
し
た
。

高
輔
さ
ん
は
南
山
人
学
の
学
生
の
と
き
に
、
帽
人
週

間
の
作
文
に
応
郭
U
、
入
週
し
た
の
が
蝿
人
間
聞
に

め
ざ
め
る
き
っ
か
け
c

名
古

R
g直
に
勤
め
た
が
、

主
白
壁
定
年
制
が
あ
り
、
七
t
半
法
廷
闘
争
を
し
た

が
、
以
要
の
霊
園
を
語
し
な
く
な
っ
た
。
十

五
年
、
尭
の
技
益
事
農
が
露
醸
し
f
¥
尭
と
の
聞
慌

が
い
つ
の
ま
に
か
キ
夜
間
保
に
な
っ
て
い
る
の
に
罰

づ
い
た
。
芸
作
雲
干
五
年
間
み
て
高
耐
化
と
帽

人
間
贈
に
も
ぷ
ち
あ
た
っ
完
恨
の
世
代
に
伝
え
る

の
は
や
は
り
N
個
性
は
性
を
喧
吾
伊
で
あ
る
p

温
調
さ
ん
は
拝
趨
士
一
一
十
牢
の
経
験
か
ら
、
融
暗

訴
訟
の
中
身
が
変
行
っ
て
き
た
と
し
て
、
宵
闇
配
蝿

吉
の
睡
蝿
硝
京
を
認
め
た
判
例
が
出
た
ご
介
』
。
迎
に

五
土
ハ
原
の
甘
会
話
動
を
し
て
収
入
の
世
い
男
性
に

漢
が
酷
刑
制
求
し
た
、
翠
は
セ
}
ル
ス
ウ
ー
マ
ン
で

収
λ
が
多
く
、
箇
産
は
今
頼
者
促
名
髄
》
事
は
死
ん
だ

と
主
持
』
酎
置
を
と
ら
れ
な
い
た
め
離
晒
し
た
い
と

い
う
。
と
れ
は
ど
ち
U
か
が
ど
↑
2
り
か
を
遅
う
と
い

う
世
来
の
有
え
か
ら
一
容
も
出
て
い
な
い

こ
こ
で
合
塘
が
J
d
h
め
さ
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
が

ほ
か
の
調
師
の
車
見
を
聞
く
高
帽
ゼ
ヂ
ん
は
、
「
こ

の
括
を
聞
い
て
、

n
だ
か
ら
宜
が
蝿
精
力
を
も
っ
と

ダ
メ
6

と
再
↑
与
え
る
人
も
、

H

し
て
や
っ
た
り
u

と
思

う
人
も
、
古
い
田
の
見
方
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
人
。

払
た
ち
の
め
ざ
す
の
は
、
高
に
間
性
的
な
人
閣
の
白

ウ
『
。
平
等
」
。

中
島
文
ヤ
ん
は
「
旺
語
力
と
か
い
う
前
の
、
人
間
と

し
て
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
ち
が
い
」
。
品
目
塘
か
ら

は
M
性
慢
劃
M

と
H

性
別
役
割
μ

は
ち
が
う
の
で
は

eと
い
う
声
も
出
ま
し
h

九。

中
島
さ
ん
「
父
の
浸
剛
、
田
の
侵
削
は
あ
る
と
思

う
。
今
の
世
の
中
で
は
古
再
」
立
の
人
に
二
園
明
白
園
が

か
か
っ
て
い
る
。
己
れ
か
呈
ま
ず
壁
え
な
け
れ
ば
」

握
実
さ
ん
「
役
割
分
担
は
、
作
揖
分
担
と
、
エ
ロ

ス
と
し
て
の
分
間
が
あ
る
。
嵯
済
的
自
立
だ
け
で
ほ

く
情
神
的
目
立
も
大
切

1
1」
。
酷
心
な
括
し
あ
い

り
あ
と
交
流
舎
が
開
か
れ
占
し
弓

(愛
知
土
墜
冒

S
。
愛
知
土
空
Z
H代
聖
書
佐
幅
八

時
子
宮
9
2
ι
-
B
o
-
-
4
3
4
3
)

ト
ッ
プ
し
た
い
」
と
い
う
切
な
る
闘

い
者
私
た
ち
は
侍
っ
て
い
る
が
、
費

障
に
は

m
aで
覗
い
て
み
た
ら
圃

桂
、
引
き
暴
な
い
遭
に
踏
み
込
ん

で
い
事
人
の
多
い
己
と
に
帽
問
弁
じ

て
い
る
c

次
に
「
女
性
が
男
性
よ
り
も
大
き

な
危
憤
負
担
事
強
い
ち
れ
る
」
事
実

を
届
註
し
て
み
た
い

。

聾
者
の
仲
野
望
苧
位
、
四
月

七
日
、
軍
一
聞
の
世
界
覇
煙
デ
ー
で
、

「畢
事
筋
賞
ー
を
受
賞
、
年
志
し
た

世
界
事
圏
デ
l
は
、
世
界
保
健
掴

闘

(
W
H
O
}
が
、
劃
誼
四
十
周
年

を
通
え
た
の
を
記
念
し

f&ロ
ロ
れ

た
恥
あ
で
、
「
畢
煙
の
脅
か
ち
解
脱

さ
れ
た
益
百
づ
く
り
顕
著
な
功
輔
が

あ
っ
た
人
』
に
贈
ら
れ
た
h
あ
。

中
野
事
ん
は
日
頃
の
離
陣
活
動
と

と
も
に
、
女
性
の
組
惜
化
に
成
功
し

た
と
い
う

-
K」
で
受
喧
d

ネ
め
也
に

は
、
初
め
石
市
理
タ
ク
シ
ー
の
認
可

を
受
け
た
タ
ク
シ
ー
運
転
卓
の
二
名

が
遊
ば
れ

F
Uた
F

(

嗣
担
部
)

野
村
美
登
さ
ん
ヘ

私
の
闘
い
汐
あ
な
た
d

と
共
闘

白石尚 署曙煙敏膏を考える会懸周)

⑤ 
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注意表'1ミもぜひお読み(1.ごさL、
化粧品は肌に直接つ11るものですか句、資生堂

では安全性lこ紺I，Cの注意をはらってつくってt、ま札

しかし~(のお客さまの中には、肌の性質やその

日の状態によって、時には肌に合わないこtもあ

ります。そのような時のために、資生堂では、容器、

箱、説明方、パンフレ‘ノトな1:'1二、レろいろな形で

一一0・0はれb町一，卑しんカ Sれただれ色調厩..'"伝どの""棋がある...，にはお使い4こなら信いで〈だε、、.
。化旺&かお飢に合わえ正いと."、 ε使用.お守め〈だ8い.
， f費用取、，恨み"れかゆみしげ~f.tど白異常がめらわ
れた喝合 . 

4レ使用した釘瓜に直射aヲモがあた勺て上配のよう伝興需が
あらわれた‘ 含

。その..化躯&岨町使周を睡付』摩すと包E掛金想化さゼるこ

とがあります由で歳、科専 門医、..r::.IJ:資金盆化躯&同列 I

喝のお近〈開資生..痢費者相臨窓闘にご岨睦<t;:~l'.

化粧品をおイ色、になる時は、説明書い、っしょtこ

暢子

しっかりと

私
は
世
年
以
よ
削
か
ら
、
新
肝
輸
に
担
者
と
し
て

か
か
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
骨
働
条
件
(
探
夜
の
電
話

に
女
性
か
出
る
こ
と
、
社
民
の
入
れ
曹
り
の
撤
レ
い

こ
と
、
労
働
組
合
の
な
い
こ
と
)
に
疑
問
を
も
っ
て

い
苦
レ
た
。

し
か
し
私
の
入
社
は
、
離
暗
に
障
し
て
の
切
羽
つ

ま
っ
た
も
の
で
し
た
か
ら
(
そ
の
た
め
に
京
都
か
色

上
京
し
ま
し
た
〉
、
ま
っ
た
く
お
と
な
し
く
働
い
て

い
た
の
で
す
。
な
に
よ
り
試
用
嗣
聞
#
あ
白
書
門
戸
な

く
て
は
と
肝
に
艶
じ
て
い
ま
レ
た
し
、
時
間
を
か
け

な
り
れ
ば
労
働
条
件
#
蓑
え
る
と
と
も
で
さ
な
い
だ

ろ
う
と
し
、
六
カ
月
間
情
豊
到
、
無
欠
勤
(
璽
閉
休

昭
五
日
を
除
く
〉
、
拍
揖
一
一
一
十
分
前
に
出
動
(
己
れ

を
暗
丈
高
に
強
要
さ
れ
、
い
く
P
J議
選
に
患
で

も
U
中
大
い
に
反
暗
主
諒
し
た
が
)
し
、
ま
っ
た
く

開
置
で
あ
る
こ
P
を
草
知
し
な
が
ら
も
、
月
に
子
E
4
1

時
間
以
上
の
浅
草
に
も
従
っ
て
い
た
の
で
す
。

そ
れ
で
も
な
お
昨
日
解
園
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
従

わ
向
者
が
い
る
は
ず
は
な
い
と
再
え
ち
れ
て
い
た
よ

う
で
、
岡
輔
副
再
は
交
掃
の
聞
で
「
片
岡
苧
ん
の
去
J

な
人
は
初
め
て
だ
」
を
幌
り
返
レ
存
〕
た
。

「
通
告
書
」
の
笹
と
し
て
斬
肝
抽
の
顧
問
弁
理
上

か
ら
伝
え
ら
れ
た
見
解
は
さ
ち
に
磨
く
ベ
キ
主
U
の

で
、
そ
も
そ
も
私
は
闘
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
雇
う
司

は
な
か
っ
た
、
だ
か
ら
解
睡
で
す
出
な
い
と
胃
う
の

で
す未
成
年
で
も
な
い
4

人
の
人
聞
を
語
っ
た
と
い
う

こ
の
感
瞳
、
仮
に
闘
っ
た
と
し
て
六
カ
月
働
か
せ
た

陸
、
な
お
労
動
常
と
し
て
倣
γ

え
な
い
楠
礼
さ
は
、
女

性
押
則
以
外
の
何
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
c

主
で
あ
り
、
要
で
あ
っ
た
苔
は
、
離
漏
し
で
さ
え

去
の
附
属
物
で
あ
り
、
一
人
の
人
間
と
し
て
越
さ
れ

る
と
と
は
な
い
の
で
す
。
六
カ
月
働
い
て
も
雇
り
な

い
介
す
れ
ば
、
私
に
は
労
働
省
に
な
る
過
は
あ
り
ま

せ
ん
。ま
た
、
私
の
闘
い
に
た
い
し
て
「
小
出
眠
祉
は
ど

こ
も
手
え
J

だ
よ
。
良
心
的
在
と
己
ろ
ほ
ど
ひ
ど
い
」

と
い
う
閏
が
し
ば
し
ば
返
っ
て
き
ま
し
た
。
だ
か
ち

私
に
蹄
め
よ
、
引
き
T
が
れ
と
い
弓
め
で
あ
れ
ば
、

本
末
転
倒
で
は
は
い
で
し
占
う
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
り
、
私
の
闘
い
は
先
躯
的

な
車
轄
を
も
つ
は
ず
で
す
。
堕
す
る
に
、
良
心
的
な

出
版
社
な
色
、
霞
低
甚
単
年
己
れ
る
押
毒
詰
堂
守
ち

な
く
て
辛
ふ
い
の
か
と
い
う
間
間
便
起
な
の
で
す
。

良
心
的
出
版
社
と
い
え
ど
も
泊
外
法
帽
、
あ
る
い
は

超
法
煩
の
小
宇
宙
で
は
あ

2aせ
ん
。
嗣
揖
艮
叫
新

肝
軸
は
一
年
異
的
、
一
年
更
新
だ
」
ル
益
社
貝
に
骨
白

う
時
、
彼
が
新
評
輸
を
聖
域
で
あ
る
と
国
じ
て
い
る

の
は
明
白
で
し
た
が
、
誰
も
そ
う
思
っ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

む
し
ろ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
本
を
出
し
、
シ
ャ
ド
ウ

ワ
l
ク
を
糾
弾
す
る
イ
リ
イ
チ
の
著
作
を
嗣
介
す
る

斬
肝
輔
に
、
生
理
休
暇
が
な
く
、
理
睡
眠
は
開
置
と
い

う
と
と
己
そ
前
者
を
一
隅
く
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

か
o

a容
市
片
岡
陽
子

次のような注意表示を記してあります。

仲野

、、、とフェ

野
村
里
恵
声
量
へ

九
八
八
牢
四
月
十
日
岡
田
同
紙
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
「
主
彊
」
を
揮
見
し
ま
し
hι
。
そ
れ
よ
り
前
に
、

反
λ
が
あ
な
た
の
闘
い
を
娼
ち
什
器
ベ
く
、
「
晴
人

民
寺
薪
聞
」
者
選
っ
て
く
れ
て
い
苦
レ
た
。

私
も
己
の
欄
在
世
り
て
、
私
の
闘
い
に
つ
い
て
同

聞
に
閉
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
己
れ
を
H
あ
な

た
H

へ
の
共
闘
の
呼
び
か
廿
と
い
た
主
す
わ

私
は
、
九
八
七
年
一
一
月
三
十
日
、
『
フ
ェ
ミ
ニ

ズ
ム
と
エ
コ
ロ
ジ
ー
』
や
イ
リ
イ
チ
の
著
作
の
出
問

で
知
ら
れ
る
新
肝
輸
に
入
社
、
六
力
月
と
君
わ
れ
た

試
周
期
間
憎
の
十
月
一
目
、
ま
っ
た
く
の
予
告
な
く

即
日
解
園
長
申
し
躍
さ
杭
ま
し
月

あ
ま
り
の
シ
『
ッ
ク
に
措
黙
と
し
な
が
ら
も
、
島

一
と
一
カ
月
働
か
な
い
と
H
用
保
険
受
枯
蹟
格
が
博
ら

一
れ
な
い
(
社
会
保
隣
国
人
は
五
月
一
目
だ
っ
た
の
で
)

一
か
白
と
一
カ
月
、
さ
ら
に
予
告
甑
間
(
解
覇
通
告
桂

一
に
、
開
輯
嗣
則
を
見
吾
こ
と
が
で
さ
、
カ
月
前
の

一
予
白
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
ル
易
問
っ
た
の
で
)
と

し
て
の
力
月
の
解
題
抵
聖
闘
っ
て
畳
間
読
ま

一
し
た
、
己
の
聞
に
、
こ
の
ま
よ
泣
費
唖
人
り
は
で
さ

一
な
い
と
い
う
囲
い
が
強
ま
り
、
出
闇
労
連
関
青
山
田

一
一
融
合
同
労
組
に
個
人
加
盟
騨
届
取
梢
と
労
働
条
件

一
の
目
撃
信
手
レ
」
す
る
哩
明
曹
を
つ
く
っ
て
、
ま
ず

一
個
人
と
し
て
そ
れ
を
提
出
』
亡
た
が
、
「
す
べ
て

一
r酔
し
て
入
っ
た
は
ず
」
と
閣
芽
に
も
か
け
ら
れ
ま

一
せ
ん
で
し
た
。

一
や
む
な
く
組
合
加
盟
を
表
明
し
た
と
た
ん
、
「
柵
つ

一
て
下
さ
い
。
仕
出
酬
は
あ
り
ま
せ
ん
。
嗣
車
部
に
い
て

一
は
邪
曙
で
す
。
宮
端
部
畳
戸
両
さ
由
っ
て
鹿
れ
」
な

ヲ

一
ど
と
、
明
か

pd量
な
い
や
が
ら
茅
受
ロ
ま
し
た

閣

玉

、
申
し
入
れ
た
想
国
交
渉
に
よ
り
「
童
保
留
、

一
現
状
維
持
、
受
渉
継
続
」
が
決
ま
っ
た
の
で
し
た
。

絹
川
↑
以
桂
、
九
回
に
及
妥
究
世
、
押
基
署
へ
の
申
告
、

当

r
一
一
相
自
ニ
ュ
ー
ス
の
発
行
(
七
回
)
な
ど
に
よ
り
、
蹴

-
一
擢
煩
則
の
改
定
(
館
周
用
問
菅
-
ハ
均
月
か
ら
三
カ
月

A
f
一
に
、
世
業
を
無
慣
か
ら
有
舗
に
、
有
惜
の
生
麗
休
帽
、

二
且
臼
聞
の
費
用
休
眠
、
睡
眠
酔
断
専
丑
明
文
化
す
岳
)

軍
用

一
と
持
基
瞳
へ
の
届
出
、
三
六
協
定
の
柿
帽
、
肩
用
E

4
a一
拘
置
を
か
わ
主
主
拝
き
が
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

ー

一
し
か
し
、
私
自
身
「
う
い
f
な
、
商
用
期
限
を
=
一

室
-
一
塁
宇
一
日
主
抗
、
同
月
一
日
出
社
し
て
就
労
で

一
安
吾
、
そ
の
桂
「
塑
口
薗
」
薪
さ
っ
て
新
肝
舗
の
翻

』
与

一
曹
を
信
し
ま
し
た
が
、
五
月
十
円
、
地
位
同
開
会
あ
仮

A
-
-
一
担
分
申
輔
の
や
む
な
き
に
い
た
的
手
品
し
た
。

試
用
問
開
催
の
即
日
解
圏
は
、
あ
ま
り
に
も
非
常

聞
な
の
で
、
か
え
っ
T
私
が
そ
れ
ま
で
に
、
よ
ほ
ど

強
い
開
閉
申
し
立
で
を
し
た
の
で
あ
歪
J

な
ど
と
思

わ
れ
て

K
寄
つ
の
で
す
が
、
事
璽
は
ま
っ
た
く
逆
で

す。

床
櫨
れ

・
感
冒
に
か
か
り
ゃ
す
く

す
る
。
晴
眠
・
金
書
揮
庸
・
皮
膚

槽
暁
圃
曹
を
招
き
や
す
く
、
毛
細

血
管
が
脆
く
な
る
百

た
ば
こ
中
の
苛
酷
ガ
ス
弁
呼
応
し

て
、
た
ば
こ
弱
出
の
原
画
と
ほ
る
。

⑤
呼
唖
鞭
能
を
低
乍
苫
堤
呼
唖
器

に
陣
曹
長
起
こ
す
む

筋
肉
活
動
に
必
哩
な
酸
需
が
供
枯

出
来
芯
い
の
で
、
耐
久
力
が
ぽ
く

なる一
肺
癌
・
肺
賢
睡
慢
性
気
垣
口
支
出

.
停
性
罰
開
支
鴨
息
の
忠
大
な
京

国
と
な
る
u

健
康
へ
の
影
響

喫煙と健康女性会議代表

③
血
植
申
の
酷
離
を
耳
う
。

隈
偏
m
Z』
き
聴
収
さ
れ
た
一
酸
化

開
票
C
Oは
、
醒
需
の
週
掴
を
妨

げ
て
、
血
履
を
い
つ
も
酸
欠
状
態

に
お
く
の
で
、
疲
れ
や
す
く
、
頭

痛
房
新
さ
包
ご
す
。

C
O
は
血
軒
を
欄
つ
け
ず
動
脈
硬

化
の
庫
固
と
ほ
り
、
血
耐
の
鞭
間

性
泰
緬
太
さ
せ
て
、
脳
血
栓
、
心

筋
唖
嘩
の
怠
慢
什
吾
高
め
る
、

旬
ビ
タ
ミ
ン
C
と
B
m
M
を
世
相
す

る
u
閣
の
由
癒
を
辱
U
せ
、
胡
曙
・

く注意表示〉を記してあります

{圃 3橿銅唖物館可

たばこ

小さし、けれどi

「
女
性
民
教
審
」
の
冊
子

「
な
ぜ
社
会
科
を
な
く
す
の
」

ロ
に
わ
た
る
執
育
波
草
裡
肯
を
山
し
な
く
す
少
で
す

ま
し
た
が
、
そ
の
後
発
車
占
れ
た
臨
教
育
改
市
健
曾
同
冊
、
で
き
る
だ

世
膏
答
申
は
、
私
た
ち
の
思
い
を
い
け
多
く
の
方
々
に
腕
ん
で
い
た
だ

さ
さ
か
も
辰
酔
U

て
お
ら
ず
、
火
き
さ
、
今
の
教
育
の
流
れ
に
蝿
止
め
を

な
堤
盟
を
師
閉
じ
て
拍

2
む
ち
か
け
る
出
撃
与
く
り
出
し
た
い
と

昨
年
末
、
臨
教
蓄
の
笛
申
帯
受
り
思
っ
て
い
ま
す
「

て
、
教
育
調
恒
膏
損
金
の
答
申
も
出
〈
女
性
HK
ふる再
簡
鞍
育
審
練
会

さ
れ
、
払
た
ち
が
も
っ
と
も
心
院
し
代
理
世
萌
子
〉

て
い
た
晒
績
が
諸
々
と
現
行
に
う
つ
輔
醜
と
精
望
の
方
は
、
罵
膚
で
左

さ
れ
よ
う
と
し
て
い
占
す
。
記
へ
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
仮
宮
用

今
圃
会
で
は
、
教
蝉
審
の
冨
申
を
極
彩
ぞ
え
一
て
持
り
返
し
冊
字
を
時
送

す
す
め
る
た
め
の
教
育
問
哩
法
高
が
し
ま
す

目
白
押
し
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
申
込
先
H
干
1
6
4
同
軍
部
巾

た
ち
は
軟
調
事
再
申
を
め
ぐ
っ
て
討
野
ほ
弥
生
町
四
1
一
二
五
一
盛
方

捕
を
量
ね
、
己
の
ョ
一
月
に
教
科
審
答
「
宜
性
に
よ
る
民
間
教
育
冨
踊
告
」

申
批
判
宇
発
表
い
た
し
ま
し
「
」
。
そ
問
い
合
わ
せ

H
官
日

?
3
8
4

れ
が
こ
の
冊
子
H

な
ぜ
、
芸
認
を

・

9γ
自

臨
教
富
臨
聞
の
教
問
醍
埋
帯
型
正

答
申
へ
の
礎
闘
を
ま
と
め
た
、
女
性

民
教
寓
の
問
J

T

H

な
ぜ
社
会
副
を
な

く
す
の
M

(

定
価
四
百
円
、
送
料
4

部
-
百
円
)
が
で
き
ま
し
「
、

昨
宅
ハ
月
、
払
た
ち
は
ヒ
ニ
項

! マ~LSコJflj'ティ
PRONT 

フロ〆 P

大好評のマ・マスパゲティPRO剖TleI:、太さ
1.7%で、ゆで時間はたったの5分。早ゆでの決
め手は麺に刻まれた独創的なカットで主もち

ろん、ゆで主力、ゅの食感は標準昂と変わりませ

ん。さらにテ1ユラム小麦のセモリナを100%使
用していますので、本格的なおいしさをお楽し

みいただけます。

車ゆでのとミヅ舗の断ii1ifSJ)

(V)吟( J 
、』・..Jゆても前 司h圃_ttゆでた後

母の手料理=r供の明世ベた味、開力、ら鞄えてもらっ
た料理、地方にIL、わる料理ほど、思い11-¥と開巾な料即
法を入れてお舟せください。
あわせ揖=乍折の中でふと思コたこと、社会の酌さを
みて思ったことなどを河唖に』いて、どしどしお罫せ
ください暫しい眠聞にしようと思います

あ
な
た
の
健
康
法
は
?

車
る
目
、
友
人
か
内
「
園
女
い
つ

も
売
気
相
、

Y
ヤ
ん
な
睡
置
法
し
て
る

の
φ

」
と
聞
か
れ
た
。
「
い
や
l
あ、

は

τなワ
」

開
え
る
の
に
困
る
ほ
ど
伺
に
も
し

て
い
な
い
。
し
か
し
、
幸
せ
な
己
と

に
、
思
い
出
す
喜
つ
な
病
問
も
し
て

い
な
い
。
入
院
?
そ
れ
は
同
十
年
か

前
、
出
語
の
時
に
入
院
し
た
ぐ
ち
い
。

こ
れ
は
開
明
で
は
な
い
考
え
た
桔

県
、
私
の
唯
一
の
悼
康
法
は
書
く
こ

と
。
週
屈
を
事
く
の
も
、
ホ
ー
ム
を

歩
く
の
も
、
駅
の
僧
由
房
王
り
下
り

す
る
の
も
、
ス
タ
ス
夕
、
ト
ン
、
ト

ン
と
い
そ
ぎ
足
。
ダ
ラ
ダ
ラ
は
い
廿

ま
せ
ん
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
ウ
エ
ア
を

-τ
、
苦
し
い
ラ
ン
-
ヲ
グ
孝
レ
て

雲
探
す
よ
り
手
緊
じ
、
間
日
で

き
る
し
、
仕
事
に
も
は
ず
み
が
つ
く
。

年
齢
も
孟
十
曹
が
話
ぎ
る
と
、

y
ロ

ソ
ロ
あ
ち
ら
こ
ち
輯
い
り
ど
、
$
a
、

だ
占
し
だ
ま
し
、
高
し
く
申
書
る
と

と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
自
分
の
申
書
が
い
と
じ
て
の

仕
事
が
あ
る
己
と
。
曙
後
に
、
噌
引
分

転
換
を
よ
宇
に
す
る
こ
と
で
し
ょ
う

ね。

1袋 250g入

か
占
を
、
朝
、
人
よ
り
向
開
削
も
早
き
す
ぐ
れ
て
い
る
な
ど
と
は
思
っ
て

く
起
き
二
人
で
開
高
の
ま
ま
や
っ
た
は
い
ょ
せ
ん
、
私
は
そ
う
い
う
申
密

己
と
を
圃
唱
え
で
い
ま
す
。
そ
し
み
を
間
け
て
き
よ
し
た
。

じ
み
と
安
正
、
こ
れ
は
世
た
い
て
曹
は
問
尊
女
卑
と
い
う
一
塁
一
が
当

い
の
買
力
で
は
、
出
来
な
か
っ
た
こ
り
前
で
し
た
。
そ
れ
が
、
今
も
な
お

と

と

思

い

ま

す

し

っ

か

り

と

担

を

お

ろ

し

て

い

る

よ

「
『
男
の
人
に
は
か
な
わ
な
い
』
と
う
に
思
え
ま
す
。
そ
こ
で
弘
連
女
性

思
っ
た
こ
と
は
度
も
な
い
」
は
男
性
よ
り
芸
的
地
位
が
劣
っ
て

こ
h
が
唯
一
、
母
の
口
蝉
で
あ
り
ま
い
る
、
ま
た
は
曜
く
見
ち
れ
て
い
る

す
。
母
の
噛
摺
は
瞳
剤
師
で
す
が
、
と
よ
く
闇
阿
舟
旨
」
ぼ
し
て
し
ま
い
ま

病
院
内
で
は
常
に
必
要
と
さ
れ
、
噛
す
。
し
か
し
、
多
く
の
一
部
分
を
号
つ

輔
に
お
い
て
か
は
り
重
な
役
目
を
喜
て
い
る
匝
囚
の
一
方
書
違
反

し
て
い
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
は
母
め
性
自
身
が
担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

欠
で
あ
る
こ
介
あ
甘
え
宇
屈
で
た
仕
も
考
え
な
け
れ
ぽ
な
ち
な
い
の
で

車
に
対
す
る
晒
し
い
鴨
制
支
え
ぎ

τ円
呉
川
け
の
男
女
平
時
で
は
、

せ
で
い
る
の
だ
と
思
い
占
す
。
私
は
同
の
意
味
も
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
間

そ
ん
呂
田
の
も
と
で
宵
で
ち
れ
た
せ
身
の
生
活
の
中
で
奪
行
し
な
け
れ
ば

い
か
、
男
の
人
の
能
力
が
宅
ま
れ
つ
な
ら
な
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、
支
性

が
き
ち
ん
井
国
立
し
よ
う
ル
子
る
と

き
は
、
ま
ず
自
分
に
暗
む
甘
さ
が
}
捨

て
な
り
れ
ば
ほ
り
ょ
せ
ん
。
そ
れ
ゆ

え一
、
す
ぐ
に
男
性
に
朝
る
と
い
う
仔

品
は
絶
対
に
適
け
る
べ
さ
も
の
だ
と

私
は
曹
え
ま
す
。
そ
し
て
、
日
常
生

活
の
男
女
の
胃
り
方
に
対
し
て
し
っ

か
り
と
し
「
自
を
向
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
-
」
と
で
す
。

そ
こ
で
男
女
の
暗
噛
に
的
葬
品
開
3

て
曹
え
て
み
る
こ
と
に
し
ま
す
4
砧

惜
し
た
円
女
性
は
男
性
方
の
軍
に
入

り
、
何
の
疑
間
も
な
く
間
性
方
の
睦

に
変
え
、
ま
っ
て
ま
し
た
と
ば
か
り

に
忙
事
を
平
め
る
」
と
い
う
横
行

が
園
行
し
で
い
ま
す
。
多
く
の
女
性

は
こ
の
在
砦
富
4
開
の
こ
と
と
し
て

受
廿
と
め
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
t

相
孟
め
ま
に
入
っ
て
こ
ま
「
与
ゆ

と
世
話
亭
す
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が

女
性
の
本
当
金
辛
せ
だ
と
思
っ
て
い

る
人
も
ゃ
な
く
ほ
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

同
女
の
不
平
等
が
現
宮
R
の
社
会
や

塞
庇
で
改
曲
さ
れ
な
い
の
戸
地
、
こ
う

し
民
払
置
の
日
常
止
容
が
少
し
も
同

盟
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
江
口
れ

ま
す
。
も
っ
と
品
開
く
畳
間
足
ぽ
、
私
置

女
性
が
自
分
の
不
利
に
な
る
こ
と
を

耳
酬
に
事
え
て
い
な
い
、
ま
在
考

え
て
み
よ
手
と
し
な
い
と
ご
ろ
か
ら

く
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
夫
の
た
め
、

了
ど
も
の
た
め
な
ち
自
分
が
不
利
な

己
主
L
Eを
つ
む
っ
て
が
ん
ば
る
の

が
授
の
務
時
、
あ
る
い
は
、
女
の
幸

せ
だ
と
思
い
込
ま
室
れ
て
き
た
よ
う

に
私
は
青
え
占
す
。

「
私
は
女
だ
か
ら
」
と
い
う
く

ち
い
の
間
迫
を
持
っ
こ
介
添
大
切
だ

と
思
い
$
幸
、
そ
し
で
ま
植
は
宜
性

が
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
閲
定
闇

念
を
持
つ
て
は
い
け
ま
廿
瓦
。
反
対

に
経
属
的
責
雇
歩
勇
性
に
と
い
う
H

え
を
持
つ
こ
と
も
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
し
て
や
棋
の
世
代
の
平
供
に
闘
っ

「
厳
念
を
、
檀
え
つ
け
る
の
は
、
私

選
白
書
の
蝿
任
で
す
。

女
ち

k
c、
男
ち
し
さ
、
な
ど
と

い
う
言
葉
支
要
ご
と
自
体
、
お
か

し
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

す
な
わ
ち
、
立
ち
し
く
、
開
ち
し
く

で
出
な
く
、
人
間
ら
し
く
自
立
し
て

生
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
o

k

舎
の
中
の
一
人
の
人
聞
と
じ
て
。

「
あ
な
た
は
女
の
子
で
し
ょ
う

苦
か
民
辱
に
至
っ
て
世
間
で
よ
く

聞
か
れ
る
量
車
の
一
つ
で
す
。
か
つ

て
は
そ
れ
ほ
ど
到
に
も
し
な
か
っ
た

青
葉
で
す
が
、
園
近
、
私
は
こ
の
青

葉
に
反
捕
を
覚
ヌ
で
し
ょ
い
ま
す
。

で
は
、
立
な
ら
同
と
溜
う
伺
を
し
な

け
れ
ば
な
ち
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
男
な
ら
と
ろ
し
ろ
と
甫
う
の

で
し
ょ
う
か
。
真
劇
に
者
一
え
て
み
る

べ
さ
君
璽
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
母
一
人
、
千
一
人
の
母
子
草

陸
の
中
で
育
ち
、
母
は
女
一
人
で
払

を
こ
己
主
で
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。

国
に
し
て
み
れ
ば
急
に
支
え
を
失
っ

た
上
に
、
私
を
か
か
え
、
い
ろ
い
ろ

と
古
し
い
患
い
在
し
た
こ
と
と
思
い

ま
す
ω
小
品
下
一
位
の
時
の
父
親
書
観
に

は
必
ず
来
て
く
れ
ま
し
た
し
、
事
た
、

冬
の
大
宮
の
と
き
ド
占
同
ま
わ
り
の
宜

で
は
、
み
な
父
朝
が
や
っ
て
い
た
笥

型
車

-
K
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ユ
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i
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臼
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臼
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自
時
却

潤
「
h
v
h
d
わ
れ
ト
能
登
又
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腰
骨
1
M
m時
県
自
明
所
。
J
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王
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概
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グ
正
統
派
玩
具
d

が
人
気

七
部
門
、
八
百
点
か
ら
選
ぶ

町
で
売
ら
れ
る
お
も
ち
ゃ
は
た
く
に
と
み
創
意
・
工
夫
が
な
さ
れ
て
い

さ
ん
あ
る
が
、
「
乙
の
中
か
ら
ど
ん
る
か
、
な
ど
七
項
目
の
基
準
を
授
定
。

な
お
も
ち
ゃ
を
、
子
供
に
与
え
た
ら
応
募
作
品
の
中
か
色
、
子
供
た
ち
、

よ
い
の
か
わ
か
ら
な
い
」
と
、
戸
惑
母
親
、
保
母
ら
が
、
三
回
に
わ
た
る

う
お
母
さ
ん
も
辺
に
増
え
て
い
る
の
審
査
で
二
百
二
点
の
お
も
ち
ゃ
を
予

だ
と
か
。
そ
ん
な
時
、
お
も
ち
ゃ
選
備
選
出
、
乙
の
中
か
ら
大
学
教
授
、

び
の
ひ
と
つ
の
目
安
と
な
る
H
良
い
建
築
家
、
小
児
科
医
、
老
人
ホ
l
ム

お
も
ち
ゃ
百
点
H

を
、
東
京
・
中
野
園
長
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
ニ
ト
ニ

の
芸
術
教
育
研
究
所
・
お
も
ち
ゃ
美
人
が
、
さ
ら
に
百
点
を
選
び
出
し
た
。

術
館
(
多
国
信
作
飽
き
の
「
グ
ッ
選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
各
地
叫
お

ド
・
ト
イ
委
員
会
」
が
選
ん
だ
。
も
ち
ゃ
美
術
館
」
の
借
し
出
し
状
況

「
グ
グ
ド
・
卜
イ
委
員
会
」
は
昨
の
調
査
や
、
幼
稚
園
、
保
育
所
、
兜

年
か
ら
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
、
対
童
館
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
も
参
考
に
さ

象
は
去
年
一
年
間
に
園
内
で
販
売
さ
れ
た
。

れ
た
お
も
ち
ゃ
。
八
十
二
社
の
お
も
今
年
度
は
、
日
本
の
メ
ー
カ
ー
を

ち
ゃ
メ
ー
カ
ー
や
作
家
か
ら
「
見
る
主
に
し
た
選
考
と
し
た
た
め
、
選
ば

・
聞
く
お
も
ち
ゃ
」
「
ご
っ
こ
遊
び
れ
た
お
も
ち
ゃ
は
日
本
製
が
八
十
四

お
も
ち
ゃ
」
「
運
動
会
楽
し
む
お
も
点
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ア
メ
リ
カ
、
西

ち
ゃ
」
「
動
く
お
も
ち
ゃ
」
「
組
み
ド
イ
ツ
な
ど
外
国
製
が
十
六
点
。

立
て
遊
び
お
も
ち
ゃ
」
「
ゲ
l
ム
お
喧
行
を
追
っ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
玩

も
ち
ゃ
」
「
理
科
学
お
も
ち
ゃ
」
の
具
は
応
募
が
少
な
く
、
審
査
員
の
間

七
部
門
に
、
合
計
七
百
九
十
四
点
の
で
も
、
長
く
親
し
ま
れ
て
き
た
お
も

応
募
が
あ
っ
た
。
ち
ゃ
や
、
男
女
、
年
齢
を
関
わ
ず
遊

良
い
お
も
ち
ゃ
の
H
条
件
d

と
し
べ
る
お
も
ち
ゃ
に
人
気
が
集
っ
た
。

て
、
同
委
員
会
で
は
マ
良
い
音
が
し
'
ま
た
、
空
気
や
水
を
利
用
し
た
H

省

て
、
適
当
室
量
で
あ
る
マ
動
き
が
エ
ネ
玩
界
は
、
シ
ン
プ
ル
さ
や
ユ

ユ
ニ
ー
ク
マ
適
当
な
軍
さ
が
あ
る
マ
ニ

1
ク
な
動
き
が
好
評
で
、
反
面
、

形
が
美
し
く
、
ハ
ッ
キ
リ
し
て
い
る
壊
れ
や
す
く
修
理
し
に
く
い
お
も
ち

マ
き
れ
い
な
色
と
配
色
マ
ア
イ
デ
ア
や
は
不
評
だ
っ
た
。

、、.-〆
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「グッド・卜イ100Jに選ばれたおもちゃの一部

¥ 

ρ 

【歯
ぐ
さ
を
む
し
ば
む
歯
石
】

歯
石
を
取
る
と
、
す
き
間
が
で
き
て
、
よ
け

い
に
口
の
中
の
状
態
が
悪
く
な
る
と
考
え
て
い

る
人
は
い
ま
せ
ん
か
?

そ
乙
で
、
今
回
は
歯
石
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

歯
石
は
、
ザ
ラ
ザ
ラ
と
し
て
い
て
、
表
面
に

食
ベ
カ
ス
や
プ
ラ
l
ク
が
つ
き
や
す
く
、
歯
ぐ

さ
を
刺
激
し
て
炎
症
を
起
乙
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

歯
と
歯
ぐ
き
の
聞
に
「
ポ
ケ
ッ
ト
」
と
呼
ば
れ

る
す
き
間
を
作
っ
て
、
歯
ぐ
き
の
病
気
の
原
因

と
な
る
細
菌
の
恰
好
の
繁
殖
の
場
と
な
り
ま

す。
そ
の
た
め
、
歯
を
支
え
て
い
る
骨
や
繊
維
な

ど
が
溶
り
は
じ
め
、
放
っ
て
お
く
と
歯
が
グ
ラ

グ
ラ
動
き
出
し
、
や
が
て
抜
け
て
し
ま
う
恐
し

い
歯
槽
膿
漏
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

成
人
の
方
が
歯
を
失
、
つ
原
因
の
盟
十
数
が
、

乙
の
歯
槽
膿
漏
で
す
。
歯
石
の
暗
闇
削
ぶ
り
は
、

ジ
リ
ジ
リ
と
迫
り
、
痛
み
を
伴
わ
な
い
の
で
、

気
が
つ
い
た
時
に
は
、
思
っ
た
よ
り
歯
ぐ
き
の

病
気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で

す。
【歯
石
つ
て
な
に
?
】

こ
の
恐
し
い
歯
ぐ
き
の
病
気
の
原
因
と
な
る

歯
石
を
、
英
語
で
は
「
タ
l
タ

(
t
a
t
a
)
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
と
れ
は
、
プ
ラ
l
ク
(
歯

垢
)
の
中
の
細
菌
の
死
骸
と
唾
一
液
中
に
含
ま
れ

て
い
る
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
、
リ
ン
酸
イ
オ
ン

な
ど
が
結
び
つ
い
て
硬
く
石
灰
化
し
た
も
の
で

す。
特
に
、
唾
液
の
腺
が
閉
口
し
て
い
る
下
の
前

歯
の
裏
側
、
上
の
奥
歯
の
外
側
な
ど
に
つ
き
ゃ

す
い
よ
う
で
す
。
早
い
人
は
一
日
1
二
日
で
で

き
始
め
、
ふ
つ
う
約
一
週
間
i
二
週
間
で
自
に

見
え
る
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
、
硬
い
歯
石
に
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

【歯
石
予
防
は

・
:
・】

歯
石
は
文
字
通
り
H

水
晶
M

ぐ
ら
い
の
硬
さ

が
あ
り
、
一
度
歯
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
、
っ
と
、

歯
ブ
ラ
シ
で
い
く
ら
随
一
い
て
も
取
れ
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

第 864号

歯石の怖さご存知ですか

審査風景

「
グ
ッ
ド

・
ト
イ
1
0
0」
に
選

ば
れ
た
数
点
を
み
る
と

1
0

V
「
手
の
ひ
ら
ピ
ピ
」

i
小
さ
な

ひ
よ
こ
で
手
の
平
に
乗
せ
る
と
、
セ

ン
サ
ー
が
湿
度
を
感
知
し
て
ピ
ヨ
ピ

ヨ
と
鳴
く
。
自
の
不
自
由
な
子
供
が

遊
べ
る
お
も
ち
ゃ
。
(
日
本
製
・
1

9
R
D円
)

V
「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

・
ム
ー
ン
」

:
・ベ
ビ
l
ベ
ッ
ド
に
と
り
つ
け
る
オ

ル
ゴ
ー
ル
。
や
さ
し
い
音
色
の
子
守

軟
に
合
わ
せ
て
、
月
が
左
右
に
ゆ
っ

く
り
動
く
。
外
国
製
の
お
も
ち
ゃ
に

は
音
色
や
、
配
色
が
美
し
く
、
丈
夫

な
も
の
が
多
い
。
(
ア
メ
リ
カ
製
・

4
5
0円
)

V
「
オ
ル
ゴ
ー
ル
ベ
ビ
l
ク
ッ
シ

ョ
ン
」
:
「
見
る
・
聞
く
お
も
ち
ゃ
」

で
選
ば
れ
た
お
も
ち
ゃ
の
ひ
と
つ
。

お
屡
寝
中
の
赤
ち
ゃ
ん
が
、
ム
ネ
ジ
式

の
オ
ル
ゴ
ー
ル
に
合
わ
せ
ク
ッ
シ
ョ

ン
の
上
で
寝
返
り
を
打
っ
し
ぐ
さ
が

か
わ
い
い
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
の
音
色
が

低
く
、
耳
ざ
わ
り
で
な
い
(
日
本

製
・
q
H長

U
O円
)

V
「
お
も
し
ろ
い
八
つ
の
手
品
」

:
・
手
口
聞
の
永
一
タ
八
極
類
の
詰
め
合
わ

せ
で
説
明
書
付
き
。
手
晶
は
子
供
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
広
く
遊
べ
て
、
地

味
な
が
ら
ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
を
続
り
て

い
る
。
(
日
本
製
・

1
8
0
0円
)

な
ど
。同
美
術
館
の
多
国
千
尋
さ
ん
は

「
お
も
ち
ゃ
と
い
う
と
、
つ
い
派
手

な
色
彩
、
デ
ザ
イ
ン
や
、
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
商
品
な
ど
、
目
新
し
い
飽
向
を

凝
ら
し
た
も
の
に
目
を
奪
わ
れ
て
し

ま
い
が
ち
。
こ
う
し
た
一
過
性
の
も

の
よ
り
も
む
し
ろ
、
あ
き
が
乙
は
い

で
畏
く
遊
べ
、
壇
れ
で
も
修
理
が
き

く
よ
う
な
お
も
ち
ゃ
を
選
ん
で
ほ
し

い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

こ
の
「
グ
ッ
ド
・
ト
イ
1
0
0」

は
、
西
武
信
用
金
庫
中
野
支
后
ほ
か
、

全
国
で
公
開
予
定
。
お
も
ち
ゃ
美
術

館
は
、
東
京
都
中
野
区
新
弁
二
l

一

一一ー一

O
(
8
0
3
・
3
8
7
・
5

4
6
1
)
J
R中
野
駅
下
車
、
徒
歩

十
分
。

哀切の恋「太陽の年」
西独・ポーランド・米合作

第
二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
り
の
ポ

ー
ラ
ン
ド
の
街
で
出
会
っ
た
、
ア
メ

リ
カ
兵
と
ポ
ー
ラ
ン
ド
女
性
と
の
繊

細
で
一
哀
切
な
恋
を
繍
い
た
映
画
。

言
葉
の
通
じ
な
い
二
人
の
主
人
公

た
ち
が
、
言
繋
を
超
え
て
心
を
通
わ

せ
合
っ
て
い
く
|
|
。
と
れ
は
ラ
ヴ

.
ス
ト
ー
リ
ー
で
あ
る
と
同
時
に
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の

映
画
で
も
あ
る
。
言
葉
を
超
司
え
て
、
い

か
に
感
情
を
伝
え
あ
う
か
を
追
っ

た
、
愛
に
満
ち
た
作
品
で
あ
る
。

監
組
目
は
、
ク
シ
シ
ュ
-
ト
フ
・
ザ
ヌ

l
シ
。
ア
ン
ジ
ェ
イ

・
ワ
イ
ダ
と
と

も
に
国
際
的
に
活
腕
し
て
い
る
ポ
ー

ラ
ン
ド
映
画
を
代
表
す
る
昨
置
で
、

娯
楽
性
を
十
分
に
持
ち
な
が
ら
、
知

的
な
鋭
さ
に
満
ち
た
映
画
を
創
作
し

て
定
評
が
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
兵
ノ
l
マ
ン
に
扮
す
る

の
は
、
ス
コ
ッ
ト
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン
。

「
冷
血
」
「
華
麗
な
る
ギ
ャ
ツ
ビ
l
」

な
ど
に
出
演
の
、
演
技
派
の
ア
メ
リ

カ
の
俳
優
。
七
五
年
、
映
画
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
で
ポ
ー
ラ
ン
ド
券
訪
れ
、

偶
然
ザ
ヌ
l
シ
監
笛
に
会
い
、
映
画

出
演
の
依
頼
を
受
け
た
。
長
い
年
月

を
か
け
て
、
役
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

23君主25諸説;!i手袋五拐事2287425害時xS55日?干22i
;!iy;;1iiigzrfii!?;;!?ii括的i
;li i!?誌記ii言語;iiii誌;;iii;ii
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ま
た
、
約
九
割
の
人
に
歯
石
が
沈
着
し
て
い

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
歯
科
医
院

で
機
械
的
操
作
で
取
り
除
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
な
る
べ
く
一
年
に
一

1
二
回
は
、
痛
み
が

な
く
て
も
歯
科
医
院
で
、
定
期
検
診
と
歯
石
除

歯槽膿漏への近道
成人が歯を失う約半数がこの病気

歯ブラシではもうとれない

ル
セ
ン
金
額
シ
ェ
ア
よ
り
)
。
近
々
、
日
本
で

も
発
売
さ
れ
ま
す
。

【や
っ
ぱ
り
て
い
ね
い
な
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
〕

こ
の
よ
う
に
、
歯
槽
惜
膿
漏
の
進
行
に
著
し
く

関
係
す
る
怖
い
歯
石
は
、
軟
ち
か
い
プ
ラ
l
ク

の
う
ち
に
、
て
い
ね
い
に
磨
く
と
と
が
、
何
よ

り
も
大
切
で
す
。
特
に
、
そ
の
原
因
と
な
る
歯

「
J
」

O

痛みがなくても定期検診とていねいなブラッシングを

と
歯
ぐ
き
の
閣
の
プ
ラ
I
ク
が
拐
果
的
な
方
法

で
プ
ラ
グ
シ
ン
グ
す
る
乙
と
が
大
切
で
す
。
そ

の
為
に
も
、
個
人
個
人
に
合
っ
た
麿
き
方
を
、

歯
科
医
院
で
習
う
と
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

さ
て
、
あ
な
た
も
一
生
自
分
の
歯
を
使
え
る

よ
う
に
、
今
白
か
ら
、
よ
り
お
口
の
健
康
に
気

薪
う
け
て
は
い
か
が
0
・

(資
料
提
供
ラ
イ
オ
ン
歯
制
衛
生
研
窓
附
)

去
を
受
げ
る
と
と
が
歯
槽
膿
漏
の
予
防
に
つ
な

が
り
ま
す
。

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
歯
石
の
沈
着
を
お
さ

え
る
歯
腐
剤
も
大
き
な
注
目
を
集
め
、
全
体
の

三
分
の
一
の
シ
ェ
ア
が
苫
め
て
い
ま
す
(
ニ

l

る
の
か
?
エ
ミ
リ
ア
は
神
父
に
相
談

し
た
。
神
父
の
勧
め
で
英
語
の
分
か

る
尼
僧
に
適
釈
を
頼
ん
だ
エ
ミ
リ

ア
は
、
裁
判
所
が
夫
の
死
亡
宣
告
を

す
る
ま
で
は
、
正
式
に
再
婚
で
き
な

い
こ
と
を
ノ
l
マ
ン
に
隠
し
た
。
「
い

つ
ま
で
も
待
七
つ
、
一
生
で
も
。
君

を
愛
じ
な
が
ち
一
緒
に
待
と
う
」
。

そ
の
夜
、
ェ
ミ
リ
ア
を
送
り
届
け

た
〆
1
マ
ン
は
、
屋
根
裏
部
屠
で
彼

女
を
抱
い
た
。

母
は
娘
に
い
ま
一
度
、
幸
せ
に
な

る
チ
ャ
ン
ス
を
願
っ
た
。
し
か
レ
、

体
の
惑
い
自
分
は
足
手
ま
と
い
に
な

る
に
違
い
な
い
。
ェ
ミ
リ
ア
に
は
一

緒
に
{
ワ
¥
と
見
せ
か
け
な
が
ら
、
国

境
越
え
の
た
め
の
ガ
イ
ド
に
一
人
分

の
金
だ
け
を
払
い
、
自
分
は
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
残
り
、
静
か
に
死
を
待
つ
決

心
房
す
る
。
そ
れ
は
、
命
を
賭
け
て

ま
で
の
母
の
想
い
だ
っ
た
:
。
(
上

映
時
間
一
時
間
四
十
六
分
俳
優
座

シ
ネ
マ
テ
ン
配
給

5
/は
1
6
/

3
テ
ア
ト
ル
新
宿

5
/
2
1俳
優

座
シ
ネ
マ
テ
ン
で
ロ
ー
ド
シ
ョ
ー
)

ら

物
、
銘
策
、
地
酒
な
ど
の
特
彦
一
品
ゃ
、

山
形
タ
ン
ス
、
民
工
芸
品
、
伝
統
産

業
品
と
観
光
案
内
。
「
さ
く
ら
ん
ぼ

茶
屋
」
も
設
置
主
催
:
山
形
県

-
第
前
回
朱
薬
会
展

会期・
'・
6
月
l
日
附

lm日出国
9

時
i
m時
(
最
終
日
は
は
時

ω分
ま

で
)
会
場
・
:
東
京
都
美
術
館
(
東

京
・
上
野
公
園
内
)
問
い
合
わ
せ

:
・
朱
撃
事
務
所
管
0
3
・
2
4
8

・6
4
?
?
(大
縄
方
)

-
タ
ゴ
ー
ル
慶

一
八
六
一
年
、
イ
ン
ド
・
カ
ル
カ

ッ
タ
に
生
ま
れ
、
近
代
イ
ン
ド
鰻
高

の
国
民
詩
人
と
い
わ
れ
る
ラ
ピ
ン
ド

ラ
ナ
l
ト
・
タ
ゴ
l
ル
タ
ゴ
l
ル

を
語
る
こ
と
は
、
留
学
、
詩
、
音
楽
、

舞
踊
、
美
術
、
教
育
な
ど
す
べ
て
の

芸
術
ジ
ャ
ン
ル
を
語
る
乙
と
と
ま
で

い
わ
れ
る
。

「
タ
ゴ
i
ル
展
」
で
は
、
八
十
年

に
わ
た
る
生
涯
の
中
で
タ
ゴ
l
ル
が

残
し
た
溜
人
的
な
業
績
の
数
々
を
、

写
真
や
パ
ネ
ル
、
曾
筒
、
初
版
本
、

遺
品
な
ど
で
紹
介
、
晩
年
の
絵
画
の

代
表
作
百
二
十
点
を
展
覧
す
る
。

会期・
:
5月
幻
自
(
土
)
1
6月

幻
日
(
金
)
会
場
・
:
西
広
美
術
館

(
西
武
百
貨
庖
池
袋
宙
ロ
階
)
入

場
料
・
一般
Q
K
U
O
(
7
0
0
)
円、

大
・
高
生
7
0
0
(
5
0
0
)
円、

中

・
小
生

4
0
0
(
3
0
0
)
円

(
)
は
前
売
り
、
団
体
加
名
以
上

料
金
主
面
:
西
武
美
術
館
、
朝
日

新
聞
社
、
イ
ン
ド
祭
事
務
局
後
後

・
:
外
務
省
、
文
化
庁
、
イ
ン
ド
大
使

館
問
い
合
わ
せ
:
西
武
美
術
館
包

0
3
・
自
民

H
Y
G
I
-
-内
線
3

η
t
1
40
0
 

な
お
、
同
展
の
関
連
企
画
と
し
て

V
タ
ゴ
l
ル
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

(
5
/泣
・
日
本
教
育
会
館
一
ツ
橋

ホ
l
ル
H
東
京
・
神
田
神
保
町
)
V

タ
ゴ

l
ル
原
作
映
画
上
映

(
6
/
3

i
8
・
ス
タ
ジ
オ
2
n
u
O
H西
武
池

袋
后

8
階
)
V
タ
ゴ
l
ル
音
楽
コ
ン

サ
ー
ト

(
6
/
H
i
m
-宵
山
円
形

劇
場
H
宵
山
こ
ど
も
の
減
)
V
タ
ゴ

ー
ル
舞
踊
劇
公
演

(
6
/
m
m
i
m
-

同
)
V
間
(
6
/お
-
M
0
・
っ
か
し

ん
ホ
l
ル
H
兵
庫
県
尼
崎
市
)
が
行

わ
れ
る
。

• 

:;: 

、，ー

t・0. ・.、"

.'....... 

、、 e

...... ....... 

ー
ド
ラ
イ
日
醗
酵
度
を
極
め
た
ω
%あ

こ
の
穣
酵
度
数
の
吉
岡
さ
、
つ
ま
り
高
醗
酵
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
ド
ラ
イ
の
キ
レ
味
の
秘
密
だ
。
麦
汁
中
の

エ
キ
ス
分
が
、
ほ
ほ
完
全
に
蟻
酵
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
炭
酸
な
ど
に
変
わ
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
あ
と
昧

に
甘
味
を
感
じ
さ
せ
な
い
。
だ
か
ら
、
ロ
あ
た
り
も
さ
ら
り
と
し
て
い
る
。
そ
れ
で
い
て
パ
ン
チ
の
き
い
た

飲
み
心
地
が
、
完
成
し
た
の
だ
。
こ
れ
が
、
サ
ン
ト
リ
ー
な
ら
で
は
の
ド
ラ
イ
ビ
i
ル。

思
い
き
り
飲
み
ほ
す
よ
ろ
こ
び
を
、
は
や
く
体
験
し
て
ほ
し
い
。

i

写
真
は
オ
l
ジ
l
・ボ
l
ル
(
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
式
踊
圃
・
・
・
園
調
調
調
湖
国

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
)
の
選
手
達
。
世
界
で
最
も
激
し
川
羽
開
閥
均
設
饗
議
瀦
造
一

格
闘
技
並
み
の
ド
ラ
イ
(
辛
口
)
な
球
技
と
言
わ
れ
莞

4
4
l
a
a
-
-
a
E
F…

壬
-
6
3
3
d
3
1
0円
【薗
植
は

g
E小
2鎗
T
t直
憧
匝
童
を
宣
み
ま
す
J
酒
周
小
売
量
に

5
2
E
g蝿
約
に
よ
り
.自

2
2

4a司
に
お
付
る
調
罰
的
匝
曹
は
午
櫨
M
H
暗
か
ら
午
前
5
時
ま
で
博
止
さ
れ
て
い
ま
す
・
肱
酒
は
羽
血
を
過
宮

τか
ら
園
通

-E
亮
?
ノ
ト
川

f
輯
式
量
桂


